
年度
（対象期間： 年5月1日～ 年4月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オーブス株式会社

2022

作成日： 2023年5月30日
　

20232022

事業所の写真、従業員の集合写真、製品（商品）等の写真を入れるとよい。

EA21ロゴマークや組織

のロゴマークをいれる

とよい
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　ごあいさつ

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制及び､環境保全に対し､当社が約束したことを遵守します。

２ ．エネルギーや資源の使用を減らし二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生を極力抑え、リサイクルに努めます。

４ ．効率性を高めた水利用に努め、水使用量の削減に努めます。

５ ．洗浄、殺菌、製造工程において環境負荷を減らし適正管理に努めます。

６ ．人にも環境にも配慮した、安心安全な製品を提供します。

７ ．お客様、お取引先販売店様に喜ばれる製品を通じ社会貢献に努めます。

８ ．地域や関係先の環境活動に積極的に参加し、環境改善に努めます。

オーブス株式会社

　　  私は一級建築士であり木造建築にも携わっておりました。その折に、世界最古の木造建築の
    法隆寺が今も美しいのは、ヒノキの木肌のきめ細やかさによることに気づきました。
　　  きめ細やかな水を含むものは、水が蒸発せず、潤いを保ち、朽ちることがないのです。木肌
    に含まれる水の異なりから「肌水密度」の水を開発しました。
　　  そして、原水としての良質な水を求めて白馬村にたどり着きました。研究開発から30年以上
    環境にやさしく天然自然素材にこだわった、安心安全な製品の提供を続けてまいりました。
　　  エコアクション21では、従業員一人一人の環境意識の向上により、資源問題から自然環境、
    気候変動までをふまえ、当社のロングセラー製品や新開発製品を介しての活動が出来ればと思
    っております。

環境経営方針

制定日： 2019年10月16日

　

　当社は、「水で考える美しいバランスと循環」の基本理念から自然界の「水」の特性を
最大限に利用し、水としての不安定な「純水」を安定化させる独自の技術で体への潤い浸
透力に優れた安心安全で環境にやさしい水製品及び開発応用製品を提供します。製造、開
発、販売に於いても、環境に配慮した取り組みを行い、環境負荷の削減、改善のSDGｓ活動
に取組んでまいります。

岸　清美代表取締役　　
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

オーブス株式会社
代表取締役　岸　清美

（２） 所在地
本　　　社 長野県北安曇郡白馬村北城1695番地1
水科学研究所 長野県北安曇郡白馬村北城8295番地73
東京支店 東京都中央区日本橋三丁目13番6号　日本橋桜ビル5階　～2023.12.25　

東京都中央区日本橋兜町7番1号　KABUTO ONE 9階　2023.12.26～※対象外　

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 製造 山田康芳 TEL：0261-72-8177
担当者 製造 鎌倉高子

製造 五十嵐康子
総務 横山恵美

（４） 事業内容
化粧品、生活ケア品、飲料水の製造・販売

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： オーブス株式会社
対象事業所： 本　　　社

水科学研究所
東京支店

対象外： 無し
活動： 化粧品、生活ケア品、飲料水の製造・販売

□事業や製品（商品）の紹介
　 水のはたらきの異なりが、水中の微量元素の存在と、その水和現象によることを解明しました。自然界の
　　　　の「水」の特性利用による弊社独自の製法を確立し、純水が持つ極性を無極化させ安定させることに成功。

開発した「オーブス高密度安定純水」の利用をもとに、自然界の植物・鉱物より水抽出された90数種類の
微量元素・天然成分を調配合し、目的別に機能性を持つ製品を開発しています。

主な製品
　・プリスティーンシリーズ（スキンケア・ボディケア製品）
　・夢水肌シリーズ（スキンケア製品）
　・ばぶぶシリーズ（スキンケア・ボディケア製品）
　・プリスティーンプラスシリーズ（ヘアケア製品）
　・オーブスユーカリプタスプロダクツ（除菌消臭生活ケア品）
　・リバージュシリーズ（ペットケア製品）
　・DC3、活力水、WBウォーターバランス、Medical Heart Ge-132super（添加タイプ飲料水）
　・翠、FROM ATHLETES（ストレートタイプ飲料水）
  ・BASIC WATER（添加タイプ用飲料水）
　・農業用地土壌改良剤
　・VOC・ホルムアルデヒド対策剤

1,099㎡316.23 722.76

水科学研究所
11　名

60.34

合計
13名2

2023年5月30日

組 織 の 概 要

25,132
本　　　社 東京支店
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

単位
kg-CO2

kg

kg
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

□環境経営目標及びその実績 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本社・研究所・東京支店の合計を記入しています

✕

✕

✕

〇

〇

〇

✕

✕

LPGによる二酸化炭素削
減

kg-CO2 464 459 529 455 450
基準年度比 2021年 99% 114% 98% 97%

灯油による二酸化炭素
削減

kg-CO2 4,288 4,245 4,554 4,202 4,159
基準年度比 2021年 99% 106% 98% 97%

97%
91

環境経営組織及び役割・責任・権限

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

34,072

3,891

1,733

97%
79 92

100% 98% 97%

97%

12

行動目標（次項による）

99%

12 12

産業廃棄物の削減

水道水の削減

12

㎥ 297
基準年度比

288294 360 291

基準年度比 2021年

98%2021年 99% 121% 97%

12

98%99%基準年度比 2021年 85%
92kg 93

33,725

一般廃棄物の削減
kg 1,786 1,769 1,493 1,751

基準年度比 2021年 99% 84% 98%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 34,768 34,420 35,694

基準年度比 2021年 99% 92%

1,230

　産業廃棄物排出量 60

（目標）

98%

kg-CO2 26,005 25,745 26,932 25,485

3,931

（実績）

　一般廃棄物排出量
93

電力による二酸化炭素
削減

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値

0.472 0.472

（基準年)
2023年

基準年度比 2021年 99%

34,768 35,694
項　目 2020年 2021年 2022年

廃棄物排出量

2,357 1,786

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 4,011 3,971 3,679

275 297 360

社長 岸

66

山田

2023年5月30日

104% 98% 97%

評
価

二酸化炭素総排出量 33,041

25,225

2022年
（目標）

水使用量

2024年
（目標）

課題を解決しチャンス
を活かす取組

行動目標（次項による）

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

洗浄剤使用量削減 kg

本社

総務経理管理

本社

営業企画
本社

受注・梱包・出荷
本社

製造管理室
水科学研究所 東京支店

営業開発本部

営業企画

統括責任

必要な経営資源を準備

環境に関する実行責任者

各種帳票の作成･ﾃﾞｰﾀのまとめ

環境経営目標･計画書案の作

成

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年 16 11 1920 18 16 10 12 15 8 15 15

2月 3月 4月
14 10 14 14 13 11 10 9 18 14 17 11

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

0 420 265

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 【評価】前年より受注数や新製品試作等も増え、製造回数も増えた

ことによりガス使用量も増えた。
【次年度の取組】適正には使用できている為、引続き無駄のない
製造方法を継続。

・器具の適正使用 0
0 0
0 0
0 0

122 0 0 0 0 0 358 0 376

2月 3月 4月
107 0 0 0 0 0 207 128 435 377 191 277

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 【評価】昨年同様、ファンヒーターを1台買い換え。省エネタイプの

為、灯油使用量も減った。天井ファン使用も実施。
【次年度の取組】昨年と引続き、温度計による温度管理を実施。無
駄なく適正な温度調整を設定する。

・暖房温度の適正化 0
0 0
0 0
0 0

1月

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

3月2月1月12月11月10月9月
6,562

4,193

6,562 5,364

4,6923,722 5,611 3,9723,526 5,128 6,569

取組結果とその評価、次年度の取組計画

4月7月
3,325

3,879 7,677

5,5664,128 5,299

3,987

達成状況

4,104

6月5月
3,867 3,554 3,538

8月
4,452 4,085

達成状況

0 0
・電化製品の点検・管理 ○

数値目標 ✕ 【評価】電気量が前年より増加理由として、夏期、冬期共に前年に
比べ受注増。又、研究所での来客訪問も増えた為、冷暖房の使用
回数が増えた為と考えられる。
【次年度の取組】空調機の温度設定など皆で再確認し、無駄なく適
正使用する。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △
・不要照明の消灯 ○
・生産方法の改善による時間短縮 △

0

5,000

10,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh） 2021年 2022年

0
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5
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7

月

8

月

9

月

10

月

11

月
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月

1
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月

3

月

4

月

灯油（ℓ） 2021年 2022年

0
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月
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10
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11
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12

月

1
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4

月

LPG（kg） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

142 109 180 68

12月

120 82

4

10月 11月 4月
0

・アイドリングストップ

173

2月

110 153

・素材別ボックスの設置

数値目標

93 124

・受注～製造～販売・発送スケジュールの

5月

148 121
217

130
68 236 60

0

〇 【評価】概ね年間を通し、目標数値をクリアできている。
【次年度の取組】今後も近年の受注環境を考慮しながら、リサイク
ルなども視野に入れた活動を検討する。

105
166

3月

84

0

1月 2月

2月

0

7月

0

296 283 0 90

・梱包材の再利用

・分別の徹底

212
10月 11月 12月

190
8月 9月5月

1月

157

0

4月

【評価】製造も増え研究所へ行く回数も増えているが、概ね目標に
近くエコ運転について、皆が意識していると確認できる。
【次年度の取組】引続き、エコ運転の推奨。省エネ、排ガス抑制を
心掛ける。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月

0

0

51
178

188

089
10月 11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

284120 203 145
4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

284

【評価】全体的に昨年より、廃棄物量が減っている為、無駄をなく
す意識が高くなっていると確認。
【次年度の取組】引続き、ダンボール、各資材の再利用を実行して
いく。更に、無駄がないか意識を高め改善実行。

145
1月 3月12月

2
1638 33 12

7 164 14 8

・営業、出張日程の見直し
・整備、点検

数値目標 〇

119 26 185
7月 8月 9月

0

165

6月5月

数値目標 〇

193 111 46

・作業ミスによる廃棄量の削減 0

達成状況

達成状況

・帳票見直しによる印刷物の削減 0

6月

13375

0

6月 7月 8月 9月

7 4 2 13 0
9 9 0 3 18

0

100

200

300

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

100

200

300

400

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

5

10

15

20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

洗浄剤使用量削減

取組紹介欄

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄

4月10月
24

達成状況

8月

31 20 35

25 38

数値目標 ✕

72 28 22 26 30

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月
13 13

24 24

2月
13 13

・技術の継承 0

11月 12月 1月
19

9月
3555 22 27

7月5月 6月

・節水の呼びかけ
数値目標

・洗浄工程の見直し

✕

0 0

24 24

0
0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
【評価】研究所製品の受注も増えた為、使用量も増加した傾向。
【次年度の取組】無駄のない生産数を再検討。製造以外での節水
を継続する。

0

達成状況

0

・持続可能な原材料の採用 0

0
・最低必要使用量の徹底 0
・作業ミスによる使用量増加の抑制 0

0

0
0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 0

【評価】毎年同様、月1回の水科学研究所ラインCIPによる次亜塩
素水を必要量使用。
【次年度の取組】引続き、適正量の使用と管理を徹底する。

・適正な管理

・ロングセラー製品の開発・販売 0
・分解・分別しやすい製品の提供

【評価】コロナも落着いた為、営業訪問できなかったお取引先を重
点的に訪問。
【次年度の取組】商品開発アドバイザーと共に、時代に合ったヒット
商品を生み出す。

・講習会の開催による製品説明 0
・OEM製品の受注・製造 0

達成状況

・製品・情報の公開 0

【評価】2022年10月新製品の容器には一部、植物（さとうきび）を原
料とするバイオマスプラスチックを使用した容器を採用。
【次年度の取組】引続き、環境に配慮した製品を提案。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・農業分野の製品開発
0

0

20

40

60

80

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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□外部からの環境上の苦情・要望等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

労働安全衛生法 SDSの管理

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

2022年8月4日SDGｓ学習旅行、愛知県中部第一高等学校の受入実施。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 環境管理、品質管理　

該当する設備・項目

・出火に居合わせたら、通報・初期消火・避難の順に行動することを基本とする。しかし、状況によっては
優先順位が異なってくるので、逃げ遅れのないように冷静な判断が出来るよう心掛ける。 
 
・指揮系統や役割分担（情報収集、関係機関への通報、連絡、搬出救助等）協力体制について理解を深め
る。　・全員が避難場所まで完了時間を、目標3分とする。

危険物の保管

騒音規制法
廃棄物処理法

空気圧縮機、送風機の設置
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

環境関連法規制等名称

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の設置
浄化槽法
振動規制法

消防法（危険物）

フロン排出抑制法
浄化槽の使用

2023年　4月5日（水） 　オーブス株式会社
10名

・訓練開始と共に各自、身の回りの安全確認を行い、避難場所まで2分45秒で避難完了。目標避難時間3分を
切る事が出来た。
・今回は、スムーズに避難できたが、電話対応中時の避難方法であったり対応を今一度確認する。
・避難場所は外本社入り口前。外履きへ履き替えての避難訓練だったが、実際の火事であった場合には、中
履きのまま速やかに避難する事を皆で確認。
・消火器の設置場所を再確認し、使用方法も確認。

○火災発生時の初期対応　3原則を皆で確認。
1、大声で知らせる　
・火事だ、と大声で叫び、職場内に知らせる。声が出ない場合は、物を叩くなどして異変を知らせる。
・小さな火事でも119番に通報する。当事者は消火にあたり、近くの人に通報を頼む事も必要。
2、初期消火する
・水や消火器だけで消そうと思わず、座布団で火を叩くなど手近なものを最大限に活用する。
・火が小さいうちは消火可能ですが、火が天井にまで燃え移っていたら消火を諦める。
3、早く逃げる
・避難するときは、燃えている部屋の窓やドアを閉めて空気を遮断する。
・煙を吸い込まないように、一気に走りぬける。

空気圧縮機の設置

訓練の写真を張り付ける
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

創業以来、環境に配慮した安心安全な製品を製造販売してきました。製品作りそのものが環境活動であると自負しております。

今期も昨年に引続き、農業分野においても安心安全な農産物作りを目標とし、化学肥料や殺虫剤に代わる弊社製品を実際に

使用し、効果を検証した。又、メロン栽培やトマト栽培への応用が可能であると視野が広まり、更なる市場拡大を目指します。

製品製造には、原料以外に各種資材が必要です。製造や販売の過程において、資材を廃棄物としないために、製造ミスを防ぐ

こと、販売先へ事故無く安心安全に届けることも重要なため、日々これらを念頭に業務を行っております。

□編集後記

　エコアクション21、環境経営という言葉を聞くと、大手企業が取り組むものと思いがちでしたが、エコアクション21へ
　取り組む事で、近年は中小企業にも環境を意識した取り組みが強く求められている時代であると、改めて感じるように
　なった。
　このエコアクション21、環境レポートは企業が環境への取り組みを公表し、自社の環境への取り組みを推し進め、
　社会から評価・信頼を得るための大事な要素であるため、作成する手間を惜しまず、企業の発展へつながるよう
　引続き取り組んでいきたい。
　更には、環境を意識した事業を行いながら、経費削減や生産性の向上など、経営面でもメリットが出るような
　取り組みが出来るよう、創意工夫を行っていきたい。

これまでの環境活動の紹介

2023年5月30日
コロナ禍によって、とても不安定な経済状況が続く中、各企業は止まることなく進み、業務を維持、拡大していかな
ければならない。その一環として、エコアクション21の経営環境項目は取り組みやすく、問題を解決する為の糸口と
なり、この活動をきっかけに、少しでも環境に与える負荷を削減しながら、企業にとってもプラスとなるよう、意識して
取り組む姿勢が必要である。
　ただの啓発活動だけでなく、エコアクション21の取り組みについて、社員の理解を深める為、定期的におこなって
いる社内全体ミーティングの際には、その内容及び取り組みを必ず議題に上げて、各項目の達成状況・活動等、周
知を図っている。
　この取り組みは、企業の環境への取り組みについて社会的責任をもち、健全な経営及び企業アピールにおいて
有効な方法であると考えている。数値目標を達成できた項目と、出来なかった項目について数値化する事により、
活動の見える化に繋がり、今後の取り組みへの有効な指標として本活動を継続していき、環境への取り組みが定
着するよう努力していく。
　昨今の世界情勢に伴い電気料金の値上りが著しく上昇傾向にあり、電力不足といった問題も取り上げられる中、
経営環境項目の一つである電力消費による二酸化炭素削減については、弊社では、より力を入れ取り組む項目の
一つとしている。弊社としては、研究所の生産量が増加傾向にある中、また、SDGSなどの研修会依頼や、お取引
先関連各社とのお打合せが、昨年より増加傾向にある。したがって、電気・ガソリン等の使用量も増えていくであろ
うと推測できる為、電気使用量削減へ繋がるルール対策、冷暖房機温度設定・シーリングファンの有効活用・エコ
運転の推奨・省エネ・排ガス抑制を徹底し、社員一人一人が今以上に、エコ活動に対し、意識が高まるような活動を
実践していきたく考えている。
なお、環境方針、環境目標、環境活動計画、環境経営システムについては現時点での変更は行わない。

代表者による全体の評価と見直し・指示

日ごろから活動の写真を撮って、紹介してください。

過去の取組を記録として残すのもよい

。

＜活用方法＞

・自社の商品をＰＲ（特に環境に配慮したことを）

・利害関係者に自組織の活発な活動をＰＲ（就活者もよく閲覧しま

す）

・従業員へのメッセージ

・従業員の声（活動紹介）

日ごろから活動の写真を撮って、紹介してください。

過去の取組を記録として残すのもよい

。

＜活用方法＞

・自社の商品をＰＲ（特に環境に配慮したことを）

・利害関係者に自組織の活発な活動をＰＲ（就活者もよく閲覧しま

す）

・従業員へのメッセージ

・従業員の声（活動紹介）
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